
地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
身

近
な
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
、

大
形
地
区
市
政
懇
談
会
が
11
月

16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
別
議
題

質
問
　
通
船
川
の
改
修
に
つ
い

て市
長
　
通
船
川
全
体
の
改
修
計

画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

管
理
者
で
あ
る
県
に
お
願
い
し

て
き
た
が
、
現
在
、
県
・
市
・

市
民
が
一
体
と
な
っ
た
市
民
会

議
を
発
足
し
、
通
船
川
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
近
い
う
ち
に
、
計

平
成
10
年
度
か
ら
改
築
工
事

を
進
め
て
き
た
新
潟
小
学
校

（
児
童
数
５
８
７
人
）
の
校
舎

棟
が
12
月
15
日
に
完
成
し
、
３

学
期
か
ら
は
新
校
舎
で
の
授
業

が
始
ま
り
ま
す
。

同
小
学
校
の
改
築
は
、
施
設

の
老
朽
化
や
、
旧
礎
小
学
校
と

の
統
合
に
よ
り
校
舎
が
手
狭
に

な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
進
め
て

き
た
も
の
で
、
新
校
舎
に
は
、

市
街
地
の
学
校
と
し
て
の
さ
ま

ざ
ま
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
敷
地
の
有
効
利
用
と

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
確
保
す
る

た
め
、
現
在
３
階
建
て
の
校
舎

を
市
内
の
小
学
校
で
初
め
て
５

階
建
て
と
し
、
さ
ら
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、
教
材

の
運
搬
や
移
動
を
円
滑
に
行
う

だ
け
で
な
く
、
行
事
な
ど
の
際

に
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
だ
れ

で
も
気
軽
に
学
校
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考

え
に
も
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
多
様
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
２
階
か
ら
４
階
の

各
階
に
合
計
６
９
０
平
方
�
の

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
新
し
く
配

置
。
教
室
の
一
部
と
し
て
活
用

し
た
り
、
学
年
集
会
や
ミ
ニ
体

育
館
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
緑
を
大
切
に
す
る
心

を
育
む
た
め
に
、
高
木
「
ト
チ
」

の
木
を
は
じ
め
、
工
事
前
か
ら

同
小
学
校
に
あ
る
樹
木
を
可
能

な
限
り
残
す
よ
う
な
校
舎
配
置

に
し
た
り
、
１
１
０
�
の
貯
留

能
力
を
持
つ
地
下
の
貯
留
槽
に

雨
水
を
一
時
的
に
貯
め
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
散
水
な
ど
に
再
利
用

で
き
る
工
夫
な
ど
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
内
で
は
、
ほ
か
に
入
舟
小

学
校
の
校
舎
改
築
工
事
が
、
平

成
12
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
と
に
い
が
た
市
民
環
境
会

議
で
は
、
平
成
12
年
版
「
環
境

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
製
し
、
あ

す
13
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

画
案
に
つ
い
て
地
区
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
い
が
で
き
る
と
思
う
。

そ
の
中
で
、
川
の
水
に
触
れ
ら

れ
る
場
所
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
も
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
通
船
川
の
環
境
改
善

の
た
め
、
家
庭
雑
排
水
な
ど
が

川
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
早
急

に
下
水
道
の
整
備
を
し
た
い
。

松
崎
の
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
川
の
環
境
整
備
と
併

せ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
市
と

し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

貯
木
場
の
移
転
は
、
雇
用
の
面

や
移
転
先
の
確
保
な
ど
を
考
え

る
と
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

質
問
　
都
市
計
画
道
路
「
太
平

大
淵
線
」
の
整
備
促
進
に
つ
い

て市
長
　
松
崎
か
ら
県
道
新
潟
新

発
田
村
上
線
ま
で
の
道
路
整
備

を
、
平
成
14
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
進
め
て
い
る
。
地
権
者

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
稼
動
中
の
工
場
の
移

転
な
ど
を
終
え
た
と
こ
ろ
だ
。

白
新
線
の
立
体
跨
線
橋
の
整

備
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
必

要
な
大
事
業
で
あ
る
。
現
在
、

河
渡
丸
山
線
と
下
山
江
口
線
に

国
の
補
助
金
が
出
て
い
て
、
本

来
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
が
完
成
す

る
平
成
14
年
こ
ろ
ま
で
待
つ
形

に
な
る
が
、
県
と
工
法
な
ど
を

勉
強
し
な
が
ら
、
早
期
に
事
業

に
着
手
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
白
新
線
以

南
に
つ
い
て
は
、
跨こ

線
橋
の
交

通
が
流
れ
る
こ
と
が
前
提
な
の

で
、
跨
線
橋
の
整
備
と
併
せ
て

考
え
た
い
。

質
問

線
引
き
見
直
し
と
大
形

地
区
の
展
望
に
つ
い
て

市
長
　
松
崎
と
海
老
ケ
瀬
地
区

の
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に
つ

い
て
は
、
現
在
県
と
国
が
協
議

中
で
来
年
の
３
月
こ
ろ
に
は
決

定
す
る
と
思
う
。
松
崎
地
区
は

住
宅
的
な
用
途
と
し
て
、
一
方

の
海
老
ケ
瀬
地
区
に
は
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
輸
送
な
ど
に
関

連
し
た
施
設
の
立
地
が
進
む
の

で
は
な
い
か
。

通
船
川
の
薬
師
橋
と
松
崎
大

橋
の
間
に
橋
を
架
け
る
計
画
は

な
い
が
、
歩
行
者
専
用
の
架
橋

の
可
能
性
に
つ
い
て
は
勉
強
し

て
い
き
た
い
。

質
問

海
老
ケ
瀬
交
差
点
の
改

良
に
つ
い
て

市
長
　
下
山
江
口
線
の
整
備
に

よ
り
、
大
型
車
両
が
海
老
ケ
瀬

交
差
点
を
使
わ
ず
に
木
工
団
地

に
入
る
と
い
う
こ
と
で
、
団
地

の
皆
さ
ん
か
ら
了
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
県
の
用
地
買
収
が

難
航
し
て
い
て
、
道
路
整
備
が

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
が
、

木
工
団
地
へ
の
出
入
り
の
個
所

だ
け
で
あ
っ
て
も
、
一
日
も
早

く
部
分
開
通
を
し
て
ほ
し
い
と

県
に
要
請
し
て
い
る
。

自
由
発
言

こ
の
ほ
か
に
自
由
発
言
で
、

大
形
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
新
築

に
つ
い
て
―
―
な
ど
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

役
所
第
１
分
館
１
階
）
、
市
役

所
本
館
受
付
、
地
区
事
務
所
、

地
区
公
民
館

問
い
合
わ
せ

環
境
対
策
課

（
�
内
線
２
７
３
１
）
へ

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

と
は
、
自
動
車
の
駐
停
車
の
際

に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
こ
と

や
暖
機
運
転
を
必
要
以
上
行
わ

な
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
窒
素
酸
化
物
に
よ

る
大
気
汚
染
や
二
酸
化
炭
素
に

よ
る
地
球
温
暖
化
を
防
ご
う
と

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
が
普
及

す
る
こ
と
で
、
地
域
で
の
騒

音
・
悪
臭
公
害
、
ひ
い
て
は
地

球
の
環
境
問
題
の
改
善
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

12
月
は
「
大
気
汚
染
防
止
推

進
月
間
」
で
す
。
身
近
で
で
き

る
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト

ッ
プ
の
実
践
に
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

同
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
地
球
規

模
で
考
え
ら
れ
て
い
る
「
地
球

温
暖
化
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

ひ
と
り
ひ
と
り
に
身
近
な
環
境

保
全
活
動
を
実
践
し
て
も
ら
う

た
め
に
作
成
し
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

節
約
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
が
普

段
の
生
活
の
中
で
で
き
る
行
動

に
つ
い
て
の
一
口
ヒ
ン
ト
や
、

ご
み
と
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
計
算
す
る
記
録
表
を
月
ご
と

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所

環
境
対
策
課
（
市
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市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）
と
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
納
期
は
、
年
４
回

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
納
期
を
分
割
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
時
的
に
税
の

負
担
が
か
か
ら
ず
、
円
滑
な

納
税
が
可
能
に
な
る
と
の
理

由
か
ら
市
税
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
時
期
に
つ
い

て
も
、
ほ
か
の
国
税
（
所
得

税
な
ど
）
や
県
・
市
税
と
の

間
で
納
期
が
重
な
ら
な
い
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
１
回
で
納
税
し
た

い
人
に
は
、
一
括
納
付
の
方

法
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
税
は
、
納
期
限
ま
で
に
自

主
的
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
何
ら
か
の
事
情
に

よ
り
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
、
納
期
限
後
20

日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
て

納
税
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
納
期
限
内
に
納

税
し
た
人
と
の
均
衡
上
、
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

延
滞
金
は
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
１
カ
月
間
は
年
７
・
３
�
、

そ
の
後
は
年
14
・
６
�
の
割
合

で
、
市
税
納
付
の
日
ま
で
の
日

数
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す

（
延
滞
金
の
金
額
が
１
０
０
０

円
未
満
の
場
合
は
加
算
さ
れ
ま

せ
ん
）。

ま
た
、
来
年
１
月
１
日
か
ら

年
７
・
３
�
の
部
分
が
毎
年
変

更
に
な
り
、
前
年
11
月
30
日
時

点
の
公
定
歩
合
に
４
�
を
加
算

し
た
率
が
７
・
３
�
よ
り
低
い

場
合
は
、
そ
の
率
を
適
用
し
ま

す
。
来
年
中
は
４
・
５
�
で
す
。

問
い
合
わ
せ

納
税
課
（
�
内

線
２
３
５
２
）
へ

納期と延滞金

新潟小学校の新校舎

ホームヘルパー（２級）養成講座
日時 来年１月18日～２月５日、12日
午前９時半～午後４時　※日・月曜除く
対象 ３級資格を持ち受講後、登録ヘル
パーとして活動できる人20人
参加費 25,000円
申し込み 12月17日（必着）までに住所、
氏名、電話番号、年齢、応募動機、３級
取得年月日を記入し、返信用封筒同封の
うえ、附船町1-4366、舟江病院へ　※
応募多数の場合選考
問い合わせ 同病院・五十嵐（午後�
229-3588）へ

フレーフレー・テレフォン
日時 毎週月曜～金曜日午前９時半～午
後４時半（祝日を除く）
相談電話番号　�243-2020
内容 育児・介護・家事などに関する情
報提供
問い合わせ 21世紀職業財団新潟事務
所（�249-5660）へ

シンフォニック・アンサンブル・リルト

定 期 演 奏 会
日時 12月18日午後６時半から
会場 新潟ユニゾンプラザ　
曲目 イーストコーストの風景、踊りあ
かそう、ほか　チケット 500円　
問い合わせ 山宮（�377-4541）へ

広 報 テ レ ビ 案 内
さわやか新潟
ＢＳＮ　第１土曜　9:45～10:15
新潟市政ニュース
ＮＳＴ　毎週土曜　9:55～10:00
すこやか新潟
ＴｅＮＹ　毎週日曜　11:25～11:30
新潟こどもの広場
ＮＴ２１　毎週日曜　17:55～18:00

地域振興券の換金手続き
特定事業者が行う地域振興券の換金請

求は、12月20日が手続きの期限となっ
ています。期限後の請求は出来ませんの
でご注意ください。
問い合わせ 地域振興券交付事業推進室
（�内線2541）へ

３級小売商（販売士）養成講習会
日時 来年１月11日～27日午後６時～
８時半（全10回） 参加費 11,400円
会場 新潟商工会議所（上大川前通7）
申し込み 12月17日までに参加費を添
えて会場（�223-6271）へ

有明児童センター
問い合わせ 同館（�267-7311）へ
�オセロ大会
日時 12月18日午後２時から
�子ども映画館
日時 12月18日午後２時から、25日午前
10時から
�大もちつき会
日時 12月25日午前11時から
参加費 200円
�ぷよぷよ大会
日時 12月27日午後２時から
�ボンバーマン大会
日時 12月28日午後２時から

文化村さかいわ’99

演奏会“ヨーロッパ宮廷の風”
日時 12月25日午後２時半から
会場 西新潟市民会館
チケット 一般2,000円（当日500円増）、
学生1,500円（前売りのみ）
問い合わせ 風間（�269-4954）へ

チャリティー映画会“地球が動いた日”
日時 来年１月9日①午前11時から②午
後2時から
会場 新潟ユニゾンプラザ
チケット 一般1,000円（当日300円増）、
小・中学生800円（当日200円増）
問い合わせ 同実行委員会（明光義塾内
�260-1224）へ

コンサート コンセール・ドゥ・ノエル
日時 12月24日午後６時半から
会場 だいしホール
チケット 1,000円（当日200円増）
問い合わせ 成嶋（�233-4355）へ

火災から大切な命を守りましょう
本格的な冬を迎え、火災の多発期にな

ります。市内でも最近、住宅からの火災
が多く発生しており、尊い人命が失われ
ています。次のことに十分注意してくだ
さい。
防火対策のポイント
・寝たばこをしない
・火をつけたまま、こんろから離れない
・ストーブに給油の際は火を消す
・ストーブの周りに燃えやすいものを置
かない
・家の周りに燃えやすいものを置かない
問い合わせ 消防局（�223-3191）へ

平成12年分の償却資産申告書を発送
市では平成12年分の申告書を発送しま
した。工場や事務所、店舗などで事業の
ために使用している償却資産（機械・器
具・備品など）の所有者は毎年申告して
ください。また、申告書が届いた人で、
資産の増減がない場合や該当する償却資
産がない場合でも申告をお願いします。
申告書に記入する際は、同封した「申

告の手引き」をご覧ください
申告期限 来年１月31日　※期限間近に
なると窓口が大変込んできます。１月20
日ころまでの提出にご協力ください
問い合わせ 資産税課（�内線2347）へ


